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書式第１２号（法第２８条関係） 

令和３年度事業報告書 
 

令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人 日本聴覚障害者コンピュータ協会 

 

１．事業の成果 

 

令和３年度は、東日本大震災から１１年を迎えた年になる。 

また、下で示すように多くの災害が起きた年でもあった。コンピュータ関連業務に係る

聴覚障害者のコミュニケーションの活性化や地域防災教育等の社会教育を行うことにより、

その資質及び社会的地位の向上を目指すことが必要である。そのために、聴覚障害者一人

ひとりのニーズに対応できるように、自然災害に対する情報格差の解消などの活動を行う

組織基盤づくりの学習をした。 

大規模地震、豪雨災害、多くの台風被害、令和２年の年末から続く新型コロナウイルス

の感染拡大が起こるなど、自然災害と疫病が非常に多い年であった。そして、勤務中の地

震・大雨による帰宅困難などの事態や感染拡大による被害にどう向き合うかを健聴者とと

もに学び、「聞こえ」に関する真の理解を深める必要性が明確になった年であった。 

当年度は、当法人の活動が制限される中、フォーラムを３回開催した。また、公立はこ

だて未来大学との共同研究のためのアイデアを紹介する予定であったが、新型コロナウィ

ルス感染拡大のため実施できなかった。フォーラムは、ＺＯＯＭを使ってオンライン発表

を行った。 

① 建設業でのコンピュータ技術の利用と建設ＤＸ（６月発表） 

② See-Through Caption を使った最新の情報保障システム（９月発表） 

③ 聴覚障がい者の地域防災コミュニケーション（１２月発表） 

聴覚障害者がコンピュータを利用するにあたって有益なアイデアを蓄積した。最も多か

ったのは、「地域手話」「地域性に根差した暮らしと防災意識」「首都圏に暮らした聴覚障

害者のふるさとへの思い」であった。 

行政側が国民のために見守りシステム構想を考えても、聴覚障害者にはなお不便な面が

あるという意見を改めて確認した。 

聴覚障害者固有の情報収集に関わる困難さと高齢化社会に係る種々の問題を明確化する

ため、誰一人取り残すことのないように持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に向かって、

「みんなの手で老ろう介護」ＤＶＤ版の制作を始めた。また、「聞こえ」の困難さを理解

してそれを早期に解決するためには、「聴覚に障害がある子どものプログラミング教育の

受け入れ」が最も重要な課題である。大学との共同研究や地域ＮＰＯ、民間企業、障害福

祉団体との連携によって、研究開発を進めることで、この活動に積極的に取り組んでいく。 

今期の反省点としては、当法人構成員の多くが聴覚障害者であり、コミュニケーション

方法もばらつきがあることから意思統一に時間を要し、各事業の円滑な遂行に支障をきた

しがちであったことがあげられる。 

また、６事業のうち３事業に縮小して活動をしており、収益減・費用増といった困難の

中で事業の成果が表れた状況がうかがえる。聴覚障害者の未来づくりプロジェクトの活動

を継続していくためには、この趣旨に賛同する助成金団体やスポンサー企業等の協力が必

要でなる。 

長期的な計画としては、聴覚障害者固有の問題を解決するために正確な情報を広く提供

し、かつ各地域に特化した手話コミュニケーションの支援や聴覚障害者向け防災教育を行

い、地域住民や子どもとの交流への参加を促進するとともに、誰もが安心して生活をおく

ることができる社会生活の未来づくりの実現に取り組む。わたしたちのＩＴ技術をいかし

たアイデアから、世界に通用するものづくりデザインへの新たな情報技術の開拓を考える

上での一助としたい。 

事 業 報 告 用 
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以上、この一年間の事業の成果をまとめた。 

 

２．事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業           （事業費の総費用【３４４】千円） 

定款に記載 

された 

事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 

人数 

受益 

対象者 

範囲 

受益 

対象者 

人数 

事業費 

(千円) 

①研修及び社

会教育事業 

【別表１】 

情報処理業務に必要な知

識、技能に係る研究、社会

教育の向上のため、コンピ

ュータ技能研修、フォーラ

ム開催等の活動を行った。 

１．フォーラムの開催

実施 
Ｉ Ｔ な ど 関 係 の 講

演、大学や企業が開

発した聴覚障害支援

機器の説明や討論等

を開き、福祉関係団

体及びＮＰＯ団体、

行政の防災担当者、

災害援助団体等の交

流の場をつくり、タ

ウンミーティングの

形で行った。 

6月28日 

9月19日 

12月11日 

東京都障

害者福祉

会館 

 

オンライ

ン発表 

３人 地域住民 

 

1回目23

人 

2回目50

人 

3回目20

人 

 

合計93人 

１４４ 

２．コンピュータ技能

研修会 

   実施なし  

②情報収集発

信事業 

【別表２】 

情報処理業務に関心を持つ

聴覚障害者に対する情報収

集発信のため、メーリング

リスト、ＳＮＳ等のＷＥＢ

プロジェクト活動、会報発

行等の活動を行った。 

１．ＷＥＢプロジェク

ト 

通年 北海道、

関東、関

西 

２人 不特定参

加 

500人 ３７ 

２．mimicom会報発行 年３回 全国発信 ２人 会員向け 

 

100人発

行×３回 

③情報処理業

務支援事業 

１．新人講師講習会    実施なし  ０ 

２．コンピュータ講習

会講師派遣 

   実施なし  

④情報提供シ

ステム構築

事業 

【別表３】 

聴覚障害者による情報処理

業務の円滑な遂行に必要な

知識、技能等に関わる情報

提供システムの構築をする

ため、アンケート調査、聴

覚障害高齢者介護、コミュ

ニティ防災学習等の情報提

供活動を行った。 

１．情報や調査ツール

の構築 
聴覚障害者による情報

処理業務に関する調査

を情報サイト構築で行

い、不特定多数への情

報提供を行った。 

７月～ 

翌年３月 

東京都障

害者福祉

会館 

２人 ＤＶＤ版

の編集制

作(聴覚

障害者、

専門家)

者、試聴

など 

 

のべ４９

人参加 
１６３ 

２．聴覚障害高齢者介

護等のアンケート調

   実施なし  
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査 
高齢者介護に関するア

ンケート調査を情報サ

イト構築で行い、不特

定多数への情報提供を

行った。 

３．手話やコミュニテ

ィ防災学習等の情報

提供 
東京都が発行された

『東京防災』につい

て、聴覚障害者に対応

する情報が不足されて

いるため、通年それに

関する調査を行い、『東

京防災・聴覚障害者

版』という形を編集し

て、タウンミーティン

グの形で発表するとと

もに情報サイトを構築

した。 

   新型コロ

ナウイル

ス感染拡

大の影響

により 

実施中止 

 

⑤手話研究開

発普及事業 

【別表４】 

情報処理業務に関する専門

用語に関する手話の研究、

開発及び普及をするため、

手話学習アプリ開発、コン

テンツの開発および整備、

ＤＶＤ発行、手話普及等の

活動を行った。 

１．コンピュータ用語

の手話研究開発普及 
手話を学ぶ都民や地域

住民に手話単語をつく

り、手話に関する情報

サイト構築を行い、手

話普及について不特定

多数への情報提供を行

った。 

   新型コロ

ナウイル

ス感染拡

大の影響

により 

実施中止 

 ０ 

２．手話学習アプリ開

発 
開発者が手話学習アプ

リを開発、ＰＣやスマ

ホ利用参加者多数にサ

イト情報提供を行っ

た。 

   新型コロ

ナウイル

ス感染拡

大の影響

により 

実施中止 

 

３．コンテンツ編集、

ＤＶＤ発行 
ＤＶＤ発行は検討中。 

   実施なし  

⑥書籍及びプ

ログラム発

行事業 

１．コンピュータ講習

会テキストの編集 

   実施なし  ０ 

２．コンピュータプロ

グラムの発行 

   実施なし  
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【別表１】 

① 研修及び社会教育事業 

実 績 報 告 活動に必要な費用 
情報処理業務に必要な知識、技能に係る研究、社会教育の向上のため、コンピュー

タ技能研修、フォーラム開催等の活動を行った。 

 

１．フォーラム開催実施 
ＩＴなど関係の講演、大学や企業が開発した聴覚障害支援機器の説明や討論

等を開き、福祉関係団体及びＮＰＯ団体、行政の防災担当者、災害援助団体等

の交流の場をつくり、タウンミーティングの形で行った。 

例会No. 
日  程 

参加人数 
場  所 テーマ及び講師 

第1回  

(第65回)  

R3.6.27 

２３人 

東京都障害者

福祉会館  

・フォーラム（オンライン発表） 

・建設業でのコンピュータ技術の利用

と建設ＤＸについて  

発表提案者 理事長 

・「みんなの手で老ろう介護」ＤＶＤ

版の完成報告と製造、販売協力の

お願いについて 

発表提案者 副理事長 

③その他意見交換会 

第2回  

(第66回)  

R2.9.19 

５０人 

東京都障害者

福祉会館  

・フォーラム（オンライン発表） 

See-Through Caption 今後の情報保障

システムの展開 

   発表提案者 筑波技術大学学生 

第3回  

(第67回)  

R2.9.19 

２０人 

東京都障害者

福祉会館  

・フォーラム（意見交換） 

①「電話リレーサービス新法と今後に

ついて」 

  提案者 聴コン会役員 

②「ロボットを使ったコミュニケーシ

ョン支援」 

  提案者 聴コン会役員 

③意見交換会 

聴覚障害者にとってのテレワーク

環境の在り方について意見交換 

コーディネーター 聴コン会役員 

( )内はNPO法人になってからの通算回数、当年度は4回開催した。 

 

今年度は、新型コロナウイルス感染が拡大されたため、公立はこだて未来大学と

の共同研究のためのアイデア提案を紹介する予定であったが、その感染拡大のため

実施できなかった。オンライン（ＷＥＢカメラ等を使って通信機器を接続して参加

者自宅で見ること）の形をつくり、フォーラム研修を開いた。発表提案者、参加者

の多くは外出を自粛しているため、会場ではＷＥＢカメラ機器を接続する要員のみ

のオンライン研修を行った。 

 

●建設業でのコンピュータ技術の利用と建設ＤＸについて 

ＤＸとはDigital Transformation。日本では金融業に続いて2 番目にDX が進ん

でいる。建築作業は、計画・調査・設計・施行・維持管理 からなる。このうち効

率化・無人化しやすいのは「施行」で、ロボット化を進めている。採算に計画段

階からの効率化を進めているのが、BIM（Building Information Modeling）、CIM

（Construction Information Modeling）で、計画・調査・設計段階から３次元モ

デルを導入することによってその後の施行管理を楽にするシステムを発表した。 

●See-Through Caption 今後の情報保障システムの展開 

透明ディスプレイがあるのを見つけ、これが使えるのではないかと研究を進め

てきました。画面の下の方に文字が表示され、自分の話している内容が確認でき

ます。透明なので、相手の身ぶりや表情を見ることができる。ディスプレイの大

きさが4インチ版と12インチ版、両方で実証実験をした。 

このシステムを説明し、その後でデモに移った。ZOOM画面に透明ディスプレイ

を使っている所を映し出していたという内容を発表した。 

 

 

 

 

１．フォーラム開催 

 ４回のうち３回実施。 

諸謝金          0円 

会議費          2,500円 

研修費         46,704円 

 発表者 2人×3回 

（交通費を含む） 

情報保障費   87,000円 

（内訳） 

手話通訳者 3人×1回 

2人×2回 

文字通訳者 2人×3回 

 

印刷製本費         10円 

旅費交通費       500円 

通信運搬費      5,992円 

支払手数料      1,485円 

雑費          0円 

 

 合計    143,681円 
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新型コロナウイルス感染をきっかけで、聴覚障害高齢者や聴覚障害の生活環境の

変化を前提とした説明をして、今後起こりうる災害時にさらにその感染を拡大を防

ぐためではなく、コミュニケーションの維持を考慮しながらどう向き合うべきか、

災害時と異なり生活環境の変化を改めて討論していた。 

 以前、講演していただいた公立はこだて未来大学のアイデア提案のように、新高

コロナウイルス感染に対応した形のコミュニケーション支援ツールを開発する必要

があり、また「手話アニメーションを使った防災学習の構想」と「高齢聴覚障害者

介護サポートの構想」の２点についてを検討し、大学との連携をし、共同研究を引

き続くことになった。 

 オンラインのためＷＥＢカメラやマイクなどの通信機器がレンタルで持ち込まれ

ていた。今後ＷＥＢカメラやマイクなどの通信機器を用意するためＮＰＯ法人聴コ

ン会所有物として購入する必要があるとの要望があった。 

研修参加者とタウンミーティングの形をつくり、今後の聴覚障害生活の支援につ

いての意見をいただき、今後に大きな期待を持てる会合となった。 

 

２．コンピュータ技能研修会（教育部活動） 
関東地方に講師依頼への派遣は、実施しなかった。 

当年度は、TEPIAプロジェクトの終了に伴い、聴覚障害者への新しい情報支

援教育活動を摸索していく時期に差し掛かっている。自主講習会実施を検討し

ているので、皆様の協力をお願いしたい。 

 

 

 

２．コンピュータ技能研

修会 

 実施なし。 

 

 

【別表２】 

②情報収集発信事業 

実 績 報 告 活動に必要な費用 
情報処理業務に関心を持つ聴覚障害者に対する情報収集発信のため、メーリングリ

スト、ＳＮＳ等のＷＥＢプロジェクト活動、会報発行等の活動を行った。 

 

１．ＷＥＢプロジェクト 
聴コン会のWebサイトのリニューアルを行い、メーリングリスト、ＳＮＳ等の

情報収集発信を行った。 

・mimicomメーリングリスト 

・staff2009メーリングリスト 

・フェイクブックなど不特定多数への情報収集発信に参加した。 

・サークルスクエアは利用者が少ないため、解約した。 

 

２．mimicom会報発行（広報部・啓蒙事業） 
・機関誌「MimiCom」は、年３回×１００部を発行した。 

 

 

 

１．ＷＥＢプロジェクト 

費用経費なし。 

サーバー使用料 25,000円 

 

２．Mimicom会報発行 

印刷製本費   11,000円 

会議費         0円 

通信運搬費      712円 

障定協分担金        0円 

支払手数料          0円 

 

合計      37,424円 

 

【別表３】 

④情報システム構築事業 

実 績 報 告 活動に必要な費用 
聴覚障害者による情報処理業務の円滑な遂行に必要な知識、技能等に関わる情報提

供システムの構築をするため、アンケート調査、聴覚障害高齢者介護、コミュニティ

防災学習等の情報提供活動を行った。 

 

１．情報や調査ツールの構築（配布用ＤＶＤの制作） 
平成３０年度より、「キリン福祉財団」から福祉のちから開拓事業助成金を受けた

ので、「聴覚障害生活の未来づくりプロジェクト」の活動を継続していた。 

・今年度は、「みんなの手で老ろう介護」の制作を完了し、配布用ＤＶＤ版の製

造、５月から寄贈、販売を始めた。 

・配布ジャケット、チラシを制作、ＤＶＤ版３００枚を外注製造した。 

・「みんなの手で老ろう介護」ＤＶＤ版の寄贈、販売の状況 

売上収益は当法人の目標を達成するため、情報提供システム構築事業の活

動に充当する。 

当年度の仕入は、＠852×300枚＝255,600円を取得し、棚卸資産となった。 

当年度の収益は、184,600円売り上げた。 

 

 

 

１．配布用ＤＶＤの制作 

(収益) 

事業収益      184,600円 

(費用) 

売上原価    143,136円 

通信運搬費   19,230円 

支払手数料      935円 

費用合計    163,301円 
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結果は頒布96枚、寄贈72枚、合計168枚となった。 

132枚は次年度の在庫数になる。 

 

２．手話やコミュニティ防災学習等の情報提供 
コミュニティ防災学習では、平成27年9月に発行された「東京防災」という

災害情報についての本を学び、聴覚障害者への配慮に欠ける部分があったこと

を指摘した。また、新型コロナウイルス感染の情報が不足していることも散見

できた。 

地震、豪雨、豪雪や台風による被害が多くなって来ているほか、全国のすべ

ての地方では新型コロナウイルス感染拡大による「緊急事態宣言」の長期化の

ため、外出が困難な事態にもなった。そのため都民と触れ合う場を失い、コミ

ュニケーションの低下が懸案される事態にもなった。 

このような状況の中で聴覚障害者がその感染拡大の中での災害時避難、帰宅

困難状態になった場合の不便さや困難にどう向き合うかを改めて学び、防災情

報等の問題点について話し合った。 

 

３．次年度への課題 
次年度にも「みんなの手で老ろう介護」ＤＶＤ版の販売活動をするとともに

「手話アニメーションを使った防災学習の構想」と「高齢聴覚障害者介護サポ

ートの構想」の２点のほか、下記のとおり検討し、大学との連携をし、共同研

究を引き続くことになる。 

・聴覚障害のある高齢者の生き方を助けるための施策の在り方を具体化 

・関連機関の意見を集め、現在行われている取組みの紹介 

・視聴者の反応を番組に取り入れ、各施策やITツールの評価、改良点の確認 

・聴コン会独自のＩＴアプリ開発の可能性模索 

参加者とタウンミーティングの形をつくり、今後の聴覚障害生活の支援につい

ての意見をいただき、今後に大きな期待を持てる会合となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．手話やコミュニティ

防災学習等の情報提供 

 実施したが活動に必要

な費用は次年度予算検

討。 

 

【別表４】 

⑤手話研究開発普及事業 

実 績 報 告 活動に必要な費用 
情報処理業務に関する専門用語に関する手話の研究、開発及び普及をするため、手

話学習アプリ開発、コンテンツの開発および整備、ＤＶＤ発行、手話普及等の活動を

行った。 

 

１．コンピュータ用語の手話研究開発普及 
平成２９年４月、「ＩＣＴによる３Ｄ手話学習アプリ開発プロジェクト（以

下「ＩＣＴ手話プロジェクト」という。）」を立ち上げた。 

令和２年５月から予定していた、新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

り、プロジェクト会議・制作活動を中止した。 

また、３Ｄ手話アニメーション編集・制作を予定していたが、新型コロナ

ウイルス拡大への不安があるため、制作を実施できなかった。 

次年度は、その収束状況を見て再開して作成する予定。 

 

２．手話学習アプリ開発 
新型コロナウイルス感染拡大のため、開発や打ち合わせを実施しなかった。 

次年度には、その収束の時期になってから再開を検討する。 

 

３．コンテンツ編集、ＤＶＤ発行 
当年度のコンピュータ用語の手話（ＰＤＦ版）の販売は、行わなかった。 

音声語入り2D/3D動画を編集したＤＶＤ発行予定の時期については、検討し

ている。 

特に、音声語入り映像の編集作業は、会員の多くは聴覚障害のある人がい

て、編集することができない状況であった。編集制作時、音声語を確認する

ためには、できるだけ健常者や学生を必要であり、募集したい。 

 

 

 

 

 

１．コンピュータ用語の

手話研究開発普及 

 

 

２．手話学習アプリ開発 

 

合計          0円 

 

 

 

 

 

３．コンテンツ編集、Ｄ

ＶＤ発行 

費用は次年度予算検討中 
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（２）事務局運営について 

① 活動報告 

令和３年度の事務局運営活動は、会を運営している聴覚障害者の高齢化が進み、さ

らに新型コロナウイルス感染拡大の影響により、体力的に疲弊しているという状況か

ら、６事業のうち３事業に絞り、活動を行っている。 

聴覚障害をもつため、電話など連絡手段や資料作成、会員の呼びかけに苦労をして

いるため、会の運営に協力する健常者が必要である。 

会の目的を理解した新たな会員やボランティアや学生などを集め、東京都ボランテ

ィア市民活動センター等の窓口との対応や会計事務処理のための事務局運営ができる

活動者をお願いすることを考えている。 

 

② 本年度における他のＮＰＯに関わる団体への協力および連携、共同研究に協力いただ

ける機関や団体は、次のとおり。 

・ＮＰＯ法人全国文字通訳研究会 

・認定ＮＰＯ法人特定非営利活動法人障害者放送通信機構 

・ＮＰＯ法人はこだて音の視覚化研究会 

・公立はこだて未来大学 

今後も地域交流をはかり、社会貢献に努めるため、他のＮＰＯ団体への協力、連携

および共同研究を進めたいと思う。 

 

③ 令和３年度の会員状況について 

 年度末日（令和４年３月３１日）現在の会員状況は、次のとおりである。 

・正会員数（社員総数）６４人（前年度比ゼロ） 

・準会員数      １１人 

 

   ④ 事務所の使用および必要な経費について 

事務所は、定款上の所在地（代表者自宅）のため「仕事に使った部分」の賃借料、

光熱水費、通信運搬費、車両費などの事務所経費を按分している。 

自宅面積の５％にあたる２ｍ×２ｍ＝４平方メートルのスペース分の割合である。 

 

⑤ 事務局運営の活動に必要な費用（管理費）は、次のとおりである。 

科 目 金 額 内   訳 

(1)人件費 0円  

(2)その他経費 38,630円 諸謝金       0円 

情報保障費     0円 

印刷製本費   600円 コピー代@10×5枚×12ヶ月 

会議費      7,104円 会議、監査、顧問料など 

旅費交通費      0円 

通信運搬費  2,170円 書類提出等の送料、ＦＡＸ代 

消耗品費    3,600円 コピー用紙、事務用品等 

賃借料     10,236円 事務所使用料 @853×12ヶ月 

光熱水費    4,620円 電気燃料水道代@385×12ヶ月 

車両費     10,080円 ガソリン代@168×5ℓ×12ヶ月 

減価償却費      0円 

租税公課        0円 

支払手数料    220円 振込手数料等 

雑費        0円 

費用合計 38,630円  

 

以上 
書式第１３号（法第２８条関係） 

事 業 報 告 用 
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令和３年度 活動計算書 

 

令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人 日本聴覚障害者コンピュータ

協会 

 

特定非営利活動に係る事業（定款第４０条第２項）                 （単

位：円） 

科  目 金  額 小計・合計 内  訳 

Ａ 経常収益 

 １ 受取会費 

     ①正会員受取会費 

     ②準会員受取会費 

 

 

192,000 

22,000 

 

214,000 

 

 

＠3,000×64人 

＠2,000×11人 

 ２ 受取寄付金 0 0  

 ３ 受取助成金等 

   ①受取民間助成金等 

     キリン福祉財団助成金 

   ②受取補助金 

 

 

0 

0 

0  

 

 

 ４ 事業収益 

①社会教育及び研修事業 

②情報収集発信事業 

③情報処理業務支援事業 

④情報提供システム構築事業 

⑤手話研究開発普及事業 

⑥書籍及びプログラム発行事業 

 

0 

0 

0 

184,600 

0 

0 

 

 

 

 

 

 

184,600 

 

 

 

 

老ろう介護DVD 

 

 

 ５ その他の収益 

   ①受取利息 

   ②雑収益 

 

12 

0 

 

 

12 

 

銀行利息 

 

Ａ 経常収益計  398,612  

Ｂ 経常費用 

 １ 事業費 

   (1)人件費 

給与手当 

役員報酬 

   (2)その他の経費 

業務委託費 

売上原価 

諸謝金（講師等） 

情報保障費(手話文字通訳等) 

制作費 

研修費 

印刷製本費 

会議費 

旅費交通費 

通信運搬費 

サーバー使用料 

消耗品費 

賃借料 

光熱水費 

 

 

 

0 

0 

 

0 

143,136 

0 

87,000 

0 

46,704 

11,000 

2,500 

0 

26,646 

25,000 

0 

0 

0 

 

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別表１】 

【別表２】 

【別表３】 

の合計 
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車両費 

減価償却費 

諸会費 

租税公課 

支払手数料 

雑費 

0 

0 

0 

0 

2,420 

0 

 

 

 

 

 

344,406 

２ 事務局運営費(管理費) 

(1)人件費 

給与手当 

役員報酬 

(2)その他経費 

業務委託費 

売上原価 

諸謝金（講師等） 

情報保障費(手話文字通訳等) 

制作費 

研修費 

印刷製本費 

会議費 

旅費交通費 

通信運搬費 

サーバー使用料 

消耗品費 

賃借料 

光熱水費 

車両費 

減価償却費 

諸会費 

租税公課 

支払手数料 

雑費 

 

 

0 

0 

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

600 

7,104 

0 

2,170 

0 

3,600 

10,236 

4,620 

10,080 

0 

0 

0 

220 

0 

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38,680 

【別表４】 

 

Ｂ 経常費用計  383,036  

当期経常増減額【Ａ】－【Ｂ】・・・①  15,576  

Ｃ 経常外収益 

 １ 固定資産売却益 

 ２ 過年度損益修正益 

Ｃ 経常外収益計 

 

0 

12,880 

 

 

 

12,880 

 

Ｄ 経常外費用 

 １ 固定資産除・売却損 

 ２ 過年度損益修正損 

Ｄ 経常外費用計 

 

0 

17,805 

 

 

 

17,805 

 

当期経常外増減額 【Ｃ】－【Ｄ】・・・②  △4,925  

税引前当期正味財産増減額 ①＋②・・・③  10,651 Ⅰ－Ⅱ＋Ⅲ－Ⅳ 

法人税、住民税及び事業税 ・・・④  0  

前期繰越正味財産額 ・・・⑤  3,128,546  

次期繰越正味財産額 ③＋④－⑤  3,139,197  
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書式第１５号（法第２８条関係） 

令和３年度 貸借対照表 

 

令和４年３月３１日現在 

 

特定非営利活動法人 日本聴覚障害者コンピュータ

協会 

 

特定非営利活動に係る事業（定款第４０条第２項）              （単位：円） 

科  目 金  額 

【Ａ】 資産の部 

 １ 流動資産 

     現金預金 

      現金   現金手許有高 

      普通通帳 三菱東京UFJ銀行 

普通預金 ゆうちょ銀行 

振替口座 ゆうちょ銀行 

普通預金 みずほ銀行川崎支店 

     未収金（令和３年度正会員会費５人） 

     棚卸資産（老ろう介護ＤＶＤ在庫分） 

 

     仮払金 

 

 

 

16,939 

1,102,595 

94,160 

298,435 

0 

15,000 

112,464 

 

6,970 

  

     流動資産合計・・・①  1,646,563  

 ２ 固定資産 

(1)有形固定資産 

什器備品 

(2)無形固定資産 

  ソフトウェア 

(3)投資その他の資産 

定期預金 ゆうちょ銀行 

共同研究開発特定資産 

 

 

0 

 

0 

 

 

2,000,000 

  

      長期貸付金 0   

固定資産合計・・・②  2,000,000  

     資産合計 ①＋②   3,646,563 

【Ｂ－１】 負債の部 

 １ 流動負債 

未払金（配送料、事務所経費等） 

前受会費（令和４年度正会員会費３人） 

 

 

48,366 

9,000 

  

     流動負債合計・・・③  6,000  

 ２ 固定負債 

長期借入金 

 役員借入金 

 

 

450,000 

  

     固定負債合計・・・④  450,000  

     負債合計 ③＋④   507,366 

【Ｂ－２】 正味財産の部 

  前期繰越正味財産 

当期正味財産増減額 

  

3,128,546 

10,651 

 

     正味財産合計   3,139,197 

【Ｂ】負債及び正味財産合計【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】   3,646,563 

  

事 業 報 告 用 
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書式第１６号（法第２８条関係） 

 

令和３年度 計算書類の注記 
（財務諸表の注記） 

 

１．重要な会計方針 

財務諸表の作成は、平成24年4月1日特定非営利活動促進法の改正にあわせて、ＮＰＯ法人

会計基準（2010年7月20日 2017年12月12日最終改正 ＮＰＯ法人会計基準協議会）によ

る。 

 

（１）ＮＰＯ法人会計基準の計算書類について 

令和３年６月９日法改正により、東京都特定非営利活動法人ガイドブックから表記

方法の内容を従い変更したので、次年度から基本的に変更はしない。ＮＰＯ法人会

計基準協議会に基づき、借方貸方の方法による計算処理を行った。 

 

（２）令和３年度の正会員数（社員総数）に関する件について 

当年度正会員数（社員総数）は６４人である。 

前年度に前受した当年度正会員７人を含めて会費受取したのは５３人であった。 

当年度の未収金４人について次年度に会費受取見込みとなる。 

 

（３）棚卸資産の評価基準および評価方法について 

当法人は、聴覚障害福祉と健康増進のため「老ろう介護ＤＶＤ」を３００枚制作製

造した。 

この評価基準は売上原価＠852円とした原価基準により評価方法は総平均法によっ

ている。 

売上収益は当法人の目標を達成するため、情報提供システム構築事業の活動に充当

する。 

当年度の仕入は、＠852×300枚＝255,600円を取得した。 

結果は頒布96枚、寄贈72枚、合計168枚となった。 

132枚は次年度への在庫になる。 

 

（４）消費税等の会計処理について 

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

ただし、「老ろう介護ＤＶＤ」３００枚頒布は、高齢者・障害者の日常生活及び社

会生活を総合的に支援するため、消費税の性格や社会政策的な配慮などから非課税

となっている。 

 

  

事 業 報 告 用 
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２．事業別損益の状況 

事業別損益の状況は次の通り。 

６事業のうち実施しなかった事業を除いて、３事業および事務局運営費(管理費)を掲げる。 
特定非営利活動に係る事業                                                              （単位：円） 

科  目 

①研修及び

社会教育事

業 

②情報収集

発信事業 

④情報提供

システム構

築事業 

⑤手話研究

開発普及事

業 

事業部門 

計 

事務局運営

費計 

(管理部門) 

合 計 

Ａ経常収益 

受取会費 

受取寄付金 

受取助成金等 

事業収益 

その他の収益 

 

0 

0 

0 

0 

0 

 

0 

0 

0 

0 

0 

 

0 

0 

0 

184,600 

0 

 

0 

0 

0 

0 

0 

 

0 

0 

0 

184,600 

0 

 

192,000 

22,000 

0 

0 

12 

 

192,000 

22,000 

0 

184,600 

12 

Ａ経常収益計 0 0 184,600 0 184,600 214,012 398,612 

Ｂ経常費用 

(1)人件費 

 給与手当 

役員報酬 

 

 

0 

0 

 

 

0 

0 

 

 

0 

0 

 

 

0 

0 

 

 

0 

0 

 

 

0 

0 

 

 

0 

0 

(1)人件費計 0 0 0 0 0 0 0 

(2)その他の経費 

業務委託費 

売上原価 

諸 謝 金 （ 講 師

等） 

情報保障費 

制作費 

研修費 

印刷製本費 

会議費 

旅費交通費 

通信運搬費 

サーバー使用料 

消耗品費 

賃借料 

光熱水費 

車両費 

減価償却費 

諸会費 

租税公課 

支払手数料 

雑費 

 

0 

0 

0 

87,000 

0 

46,704 

0 

2,500 

0 

5,992 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1,485 

0 

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

11,000 

0 

0 

1,424 

25,000 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

 

0 

143,136 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

19,230 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

935 

0 

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

 

0 

143,136 

0 

87,000 

0 

46,704 

11,000 

2,500 

0 

26,646 

25,000 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2,420 

0 

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

600 

7,104 

0 

2,170 

0 

3,600 

10,236 

4,620 

10,080 

0 

0 

0 

220 

0 

 

0 

143,136 

0 

87,000 

0 

46,704 

11,600 

9,604 

0 

28,816 

25,000 

3,600 

10,236 

4,620 

10,080 

0 

0 

0 

2,640 

0 

(2)その他経費計 143,681 37,424 163,301 0 344,406 38,630 383,036 

Ｂ経常費用計 143,681 37,424 163,301 0 344,406 38,630 383,036 

当期経常増減額 △143,681 △37,424 21,299 0 △159,806 175,382 15,576 

 

 

 

３．施設の提供等の物的サービスの受入の内訳 

    なし。 
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４．活動の原価の算定にあたって手話文字通訳等派遣、必要なボランティアによる役務の提供の

内訳 
フォーラム研修発表者、手話通訳者、文字通訳者の派遣単価は、総会で決議した算出方法による。 

研修発表者単価は、１人あたりは条件や場合に応じ、5,000円～15,000円の相場である。 

手話・文字通訳者の派遣単価は、１人あたりは条件や時間等に応じ、3,000円～7,000円の相場である。 
内   容 金  額 内訳および算定方法 

① 研修及び社会教育事業 

研修費（フォーラム研修発表者） 

 

 

  情報保障費（手話文字通訳等） 

 

46,000 

 

 

87,000 

フォーラム開催３回実施した。 

研修発表者（６月）15,000円×１人×１回 

10,000円×１人×１回 

（９月）13,000円×１人×１回 

      （１２月）15,000円×１人×１回 

            3,000円×１人×１回 

手話通訳者  7,500円×２人×１回 

7,000円×２人×２回 

5,000円×３人×１回 

文字通訳者  7,500円×２人×２回 

7,000円×２人×１回 

ボランティアによる約務 0 コロナ感染拡大のため、実施なし 

合  計 133,000  

 

５．使途等が制約された寄附金等の内訳 

   なし。 

 

６．固定資産の増減内訳 

令和３年度に取得および減少した固定資産の内容は以下の通り。 
（単位：円） 

科   目 
期首取得

価額 
取得 減少 

期末取得
価額 

減価償却 
累計額 

期末帳簿
価額 

備   考 

有形固定資産 
什器備品 

 
0 

 
0 

 
0 

 
0 

 
0 

 
0 

 
 

有形固定資産計 0 0 0 0 0 0  

無形固定資産 

ソフトウェア 

 

0 

 

0 

 

0 

 

0 

 

0 

 

0 

 

 

無形固定資産計 0 0 0 0 0 0  

投資その他の資産 

定期預金 ゆうちょ銀

行 

 共同研究開発特定資

産 

 

長期貸付金 

 

 

2,000,000 

 

0 

 

 

0 

 

0 

 

 

0 

 

0 

 

 

0 

 

0 

 

 

0 

 

0 

 

 

2,000,000 

 

0 

 

 

各種大学等との共同研究

開発に関わる活動準備資

金 

 

固定資産合計 2,000,000 0 0 0 0 2,000,000  

 

７．借入金の増減内訳 

   なし。 

 

８．役員及びその近親者との取引の内容 
（単位：円） 

科  目 
財務諸表に計

上された金額 

内 、 役 員 と

の取引 

内、近親者及び支

配法人等との取引 
内  容 

（活動計算書）     

受取寄付金 0 0 0  

事業収益 

④情報提供システム構築事業 

 

184,600 

 

0 

 

0 

 

「老ろう介護」ＤＶＤ版96枚頒布 

 

活動計算書計 184,600 0 0  

（貸借対照表）     

未収金（3年度受取会費） 15,000 0 0 正会員＠3,000円×５人 
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前受会費（4年度受取会費） 9,000 0 0 正会員＠3,000円×３人 

役員借入金 

他団体借入金 

450,000 

0 

450,000 

0 

0 

0 

当法人理事＠45,000円×10人 

貸借対照表計 456,000 450,000 0  

 

 

９．その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を 

明らかにするために必要な事項 

 ・事業費と事務局運営費(管理費)の按分方法 

各事業の経費および事業費と事務局運営費(管理費)に共通する経費は運営上使途目的や

従事割合に基づき按分しています。 

  ・その他の事業に係る資産の状況 

    なし。 

 

 

以上 
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書式第１７号（法第２８条関係） 

令和３年度 財産目録 
 

令和４年３月３１日現在 

 

特定非営利活動法人 日本聴覚障害者コンピュータ協会 

 

特定非営利活動に係る事業（定款第４０条第２項）              （単位：円） 

科  目 金  額  

【Ａ】 資産の部 

 １ 流動資産 

     現金預金 

      現金   現金手許有高 

      普通通帳 三菱東京UFJ銀行 

普通預金 ゆうちょ銀行 

振替口座 ゆうちょ銀行 

普通預金 みずほ銀行川崎支店 

     未収金（令和３年度正会員会費５人） 

     棚卸資産（老ろう介護ＤＶＤ在庫分） 

 

     仮払金 

 

 

 

16,939 

1,102,595 

94,160 

298,435 

0 

15,000 

112,464 

 

6,970 

  

     流動資産合計・・・①  1,646,563  

 ２ 固定資産 

(1)有形固定資産 

什器備品 

(2)無形固定資産 

  ソフトウェア 

(3)投資その他の資産 

定期預金 ゆうちょ銀行 

共同研究開発特定資産 

 

 

0 

 

0 

 

 

2,000,000 

  

      長期貸付金 0   

固定資産合計・・・②  2,000,000  

     資産合計 ①＋②   3,646,563 

【Ｂ－１】 負債の部 

 １ 流動負債 

未払金（配送料、事務所経費等） 

前受会費（令和４年度正会員会費３人） 

 

 

48,366 

9,000 

  

     流動負債合計・・・③  6,000  

 ２ 固定負債 

長期借入金 

 役員借入金 

 

 

450,000 

  

     固定負債合計・・・④  450,000  

【Ｂ－１】 負債合計 ③＋④   507,366 

【Ｂ－２】 正味財産合計 【Ａ】－【Ｂ－１】 
 

 

 
3,139,197 

 

当法人の事業会計財産目録に相違ありません。 
 

特定非営利活動法人日本聴覚障害者コンピュータ協会 

理事長  並  川     正 

事 業 報 告 用 
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